
北海道低地の超塩基性岩地の植生“)

4 天 塩ヌプロマッポロ沢

北海道大学農学部附属天塩地方演習林内

の、天塩川の支流ヌプロマ ッポロ沢地域は、

オゼ ソウ(=テ シオソウ)、テシオコザ クラ、

セイヤブシ等の超塩基4生岩植物の産地 とし

て知 られている。1985年 8月 、この地域の

植生調査の機会を得たので、特に、オゼ ソ

ウを含む群落 とテシオコザ クラを含む群落

の調杢結果を紹介する。

この地域全城にわたる植生の状況は、故

館脇操博■ (1943)及び館脇 ・五十嵐″に夫

両博士 (1971)により、蛇紋岩地における

ササ4Jアカエゾマツ林の構造 ・分布 を中心

に、 吉羊糸田に言己j述さ才Lている。 4寺に、 1971年

の論文では、蛇岩紋崩壊地の植生について

も論述があ り、既にこの当時、山火や洪水

により崩壊地の植生が壊減に近い状態であ

ると記 している。

実習 ・演習林施業関係者のほかは、 ヒク
｀

マの生態調査のための、通称北大「クマflFJ

の調査買が立入る程度の人の出入りで、川

岸は、人の通行の痕跡よりもはるかにヒグ

マの行動の痕跡のほうが多い。

演十マ林作業林道終点よ り約 3 kin遡行 し

たあたりを中心に、沢の左岸 (南岸)に 、

オゼ ツウやテシオヨザ クラを含む群落が点

在する。オゼソウは、ほとんど川巧〔のみに、

テシオヨザ クラは、ほとんど崩壊斜面に生

育 していて、lm× lmの 方形区中に両種 と

も出現する調介区は設定できなかった。

X町谷市 野 坂 志 朗

方形区設定数及び群落の概況は表 1の と

お りである。オゼ ソウは稀少で、約 500m

の間に 5区 を設定するのが限度であった。

調査は、いずれ もlm× lm方 形区をラ

ンダムに設定 し、各区について、出現梅 ご

とに、被度 (Penfound&Howard)と 栄

養体部分の植物高を測定 し、さらに頻度を

求め、平均被度 (C)、平均植物高 (R)、 及

び頻度 (F)か ら積算優 占度 (SDR)を 得て

優 「晴重決定の指標 としてある。テシオコザ

クラ群落については、崩壊地縁辺部 を避け

て方形区を設定 した。

(1)テ シオコザ クラ群落

沢左岸 (南岸)の 川原に 1.5m2程 度の群

落 と、同 じく左岸の、ほぼ北向きで傾斜が

29～32°の崩壊斜面の群落についての調杢

結果を表 2に 示す。方形区設定数は、川原

で 1区 、崩壊斜面で 9区 の計 10区 である。

右岸 (北岸)は 、段 丘状の緩傾斜地が多

く、典形的な蛇紋岩地型アカエゾマツ味林

であ り、川岸にセイヤブシ、 ド クウツギが

散見された。10区 を通 じて 17種 が出現 し、

蛇紋岩地に回右の超塩基性岩植物 として、

優 占梅のテシオコザ クラのほか、ホソバエ

ゾノコギリソウ、 クロテンシラ トリオ トギ

リ及びホソバコウゾリナが出現 した。植物

社会学的群落区分では、ススキ群団の一型

として扱われることになるのであろう。

(2)オ ゼ ソウ群落

沢左岸 (南岸)の 川原に、小面積の群落
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が点在し、lm× lm 5区 を設定するのが精  し て扱われるであろう。オゼソウを含む群

一ぱいであった。5区 を通 じて 27種が出現  落 は、群馬県谷川岳 ・至f_/、山に知 られ、大

し、 1区 当たり平均 10梅が見られた。    場 達之氏 (1968)によれば、1,960～2,200

オゼソウのほか、超塩基性岩本正物 として  mの 標高の、岩棚、小号田に、通算 16種で

シラトリオ トギリ、ホソバエゾノコギリツ  構 成された、雪日本茂生の一型のイワイチョ

ウ、ヒメナツ トウタ
｀
イが見られた。柾被卒  ウ ーショウジョウスゲ群集に含まれる群落

75%で 、ススキがオゼソウに次いで被度が  と して記述されている。

高 く、お成物社会学上はススキ群口1の一型と

表 1 方 形[え設定数 ・出現梅教 ・槌被キ      表 3 オ ゼソウ群落組成表

名物本直 C 一Ｈ F SDR

オゼソウ(テシオツウ)

ススキ

ナガボノシロワレモヨウ

チシマセンブ リ

マルバ シモツケ

ヤマブキショウマ

カラマツソウ

ウシ ノケグサ

チシマフウロ

シラ トリオ トギ リ

イブキジャヨウソウ

アカエゾマツ

チンマザサ

ホツバエゾノコギリツウ

イワ ノガ リヤ ス

ミヤマセンキュウ

ヤマノヽ ンノキ

アキタブキ

ヒエスゲ

ミヤマハ ンノキ
エゾオヤマリンドウ

ヒメナツ トウダイ

キジムシロ

ウメバチ ソウ

アイズタチツボスミレ

ミヤマアキノキリンツウ

ヨウゾ リナ
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表 2 テ シオヨザ クラ群落組成衣

名物
一Ｃ 一Ｈ F SDR

テシオコザ クラ

ススキ

十ザボツシロワレモコウ

ヒエ スゲ

ヤマブ キシ ョウマ

アキタブ キ

アイヌタチツボスミレ

モウセンゴケ

ウメバチ ソウ

ホツバェブノョキ|ツウ

クロテンシラトリすトギ|

チシマザサ

ミヤマ7キノキリンツウ

エゾキズタソウ

シロウマアサ ツキ

ホツバ コウソ |` )ナ

イワウサ ギンタ
ヾ
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